
【安曇野穂高】天蚕幼虫時代の素敵な贈り物を使って染め物に挑戦☆

安曇野ふるさとづくり応援団 長野県地域発元気づくり支援金活用事業

〒390-0811　長野県安曇野市穂高柏原1132-2　ライフポート安曇野内　TEL.0263-81-1325　担当/宮崎

～ 鐘の鳴る丘集会所でシルク生地をグリーンに仕立てよう ～
天蚕とは山繭蛾（やままゆが）の繭から取れる繊維を指し、蚕とは蚕蛾（かいこが）から取れる繊維を指します。
同じ天然繊維なんですが一般的にはお蚕様の方が馴染みはありますね。安曇野市の穂高有明地域は、天蚕に適した
条件が揃っており自生も多数いたほか、1780年に人工飼育が日本で始まった地域でもあります。戦争の影響や代替
品の出現で一時は幻の糸となった天蚕ですが、1970年代に復活の機運が高まり、近年ではその価値が注目されてい
ます。

今回はそんな天蚕の「幼虫時代の素敵な贈り物」を使って、シルク生地の染め物を行います。素敵な贈り物とは….
生活生産物である幼虫の「フン」。フンといっても天蚕の幼虫のフンは、細かく刻まれた葉の塊が固く凝縮された
もので無臭であり、お茶としても飲めるといわれています。

会場は、大正時代に有明温泉の名で大変賑わった温泉旅館を移築した鐘の鳴る丘集会所。染めの待ち時間は敷地内
にある穂高郷土資料館で、市の職員の方から鐘の鳴る丘集会所についてもご案内いただきます。

天蚕農家古田さんだからこそ実現できた貴重な体験企画。葉っぱが濃縮されたフンで、シルク生地がどのように染
まるのか楽しみですね。

※染めるシルク生地はバンダナほどの大きさです。（案内人：古田春江さん）

参加はココブラ信州のホームページから、お申し込みください。※要会員登録

日時 9月14日　9:30～12:00

集合 鐘の鳴る丘集会所　※駐車場あり

定員 10名

参加費 2,500円　※材料費、穂高郷土資料館入場料、保険料含む。

申込み 8月19日～9月13日

参加はココブラ信州のホームページから、お申し込みください。※要会員登録
http://cocobura.jp/course/1561/
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